
 

松江市 報道提供資料 

 

令和５年１２月４日 

件名 

島根県松江地区建設業協会青年部会及び松江市南消防署との合同訓練の実施について 

 

内容 

松江消防が、土砂風水害等が発生した際の対応能力向上及び関係機関との連携強化を図るため、

重機を使用し、合同訓練を実施する 

 

と き 

令和５年１２月１１日（月） ９時００分～１２時００分 

ところ 

松江市乃木福富町７３５－１５７ 島根県消防学校グラウンド改修工事現場 

 

注目点 

県内で唯一重機を保有する消防機関である松江消防が、災害現場における重機の高度な操作技

術の習得のため、重機操作のスペシャリストから直接指導を受ける場面。 

 

連絡事項 

訓練概要、注意事項等は別紙のとおりです。 

なお、取材希望の報道機関は、１２月８日（金）までに下記の連絡先へご連絡ください。 

【問い合わせ】 

松江市消防本部 松江市南消防署 消防課 

担当：統括司令 門脇靖敦 （消防課長 福島透） 

電話：0852-22‐1191 

 



                                報道機関添付資料 
                                      別紙 

島根県松江地区建設業協会青年部会・松江市南消防署 合同訓練概要 

 

日時：令和 5年 12月 11日（月）9時 00分から 12時 00分 

 

訓練スケジュール 

   9:00  訓練開始報告 

      

   9:30  訓練開始 

      （９:３０～基本操作訓練、１０:００～応用操作指導） 

   11:30 訓練終了報告 

       取材対応 

 

    12:00 訓練終了 

 個別の取材対応については 11:30～12:00の間に時間を設けますが、9:30～11:30の

訓練中でも対応可能です。なお、9:30頃から訓練内容や撮影ポイントなどについて取材

の打ち合わせを行います。 

 

場所：松江市乃木福富町７３５－１５７ 島根県消防学校 

 

訓練会場：島根県消防学校グラウンド改修工事現場 

     

                                    裏面あり 



                                報道機関添付資料 
                                      別紙 

合同訓練開催背景 

 東日本大震災を教訓に、消防機関における重機を活用した災害対応の必要性が認められ 

 2013 年に総務省消防庁から島根県の代表消防本部である松江消防に重機および重機搬

送車が配備されました。 

 平成 30年の西日本豪雨の際には、緊急消防援助隊として被災地に出動し、重機を使用し

た救助活動を実施し、一定の成果を上げています。 

 導入から 10年が経過した今、隊員の入れ替わりなどもあり、ブラッシュアップが必要な

時期であることから、合同訓練という形で「島根県松江地区建設業協会青年部会」に相談

したところ、趣旨に御賛同のうえ、内容について快諾していただき、開催の運びとなりま

した。 

訓練概要 

松江消防が保有する重機を使用して、重機操作のスペシャリストである「まるなか建設株

式会社(島根県松江地区建設業協会青年部会員)」と合同訓練を行います。 

 基本的な手技（操作）の再確認から始め、より効率的な応用訓練や、松江消防が訓練場で 

 日常的に行っている操作訓練では習得が難しいような、より高度な技術についてご指導 

いただきます。 

また、この訓練を通じて顔の見える関係を構築することで、災害発生時に現場での連携強

化につながるものと思われます。 

  

   

注意事項 

 取材、撮影場所によっては、ヘルメットの装着が必要な場合がありますので、ご了承くだ

さい。なお、ヘルメットについては当方で準備いたします。 

 

その他 

島根県松江地区建設業協会青年部会とは、建設業協会発展のために次世代を担う後継者

づくりを目的として設立された一般社団法人です。 

社会貢献に寄与することを理念に、今回の合同訓練のような公的機関との連携や、その他

様々な活動を展開しておられます。 

  

 

 

 

 


